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モジュール化 
 長い長いメインプログラムは間違いのもと。また、問題を少し変
えるたびにデバッグが必要。 

 プログラムを複数の部品（モジュール）にわけて作成することで
、プログラムの見通しをよくする。 
 デバッグの労力を減らせる。 

 複数の人で手分けして作業できる。 

 一部の部品は別のプログラムでも利用できる。 

 C言語ではfunctionを利用することでモジュール化できる。 
 プログラムに必要な機能を抽象化して、モジュール間のインターフェス
を明確に定義するのが重要。 

 Functionの引数があまりにも多いようなら、インターフェースの切り分
けが適当でないと考えるべき。 

 モジュール化をより発展させた“オブジェクト指向”プログラミン
グ 
 C++は代表的な“オブジェクト指向”言語 

 抽象化、カプセル化、継承、多態 

 classの概念、private、publicの区別など 

 



関数の利用 （C） 
double hayasida(double a,double 

b); 

 

main() 

{ 

double a,b,c; 

a=2.0; 

b=3.0; 

c=hayasida(a,b); 

printf(" %lf %lf %lf¥n",a,b,c);  

} 

 

double hayasida( 

double a, 

double b) 

{double y; 

y=a+b; 

return(y) ; 

} 

double func(double a,double b, 

double *y); 

 

main() 

{ 

double a,b,c; 

a=2.0; 

b=3.0; 

func(a,b,&c); 

printf(" %lf %lf %lf¥n",a,b,c);  

} 

 

double func( 

double a, 

double b, 

double *y) 

{ 

*y=a+b; 

} 

ポインターについては本で学習してください 



構造体とクラス 
 構造体(C言語でも利用可能）  

struct Particle { double m, q, p, a; }; 

Particle p1, p2; 

p1.m = 1.0; p1.q += p1.p/p1.m * 0.001; 

 クラス（C++で利用可能）  
class Particle { 

  double m, q, p, a;  

 public:  

  void Evolve( double dt ){  

    q += p/m*dt;  

    p += a*dt;  

  }  

 };  

Particle p1, p2; 

p1.m = 1.0;  

p1.q += p1.p/p1.m * 0.001; 

p1.Evolve( 0.001 ); 

http://www-cms.phys.s.u-tokyo.ac.jp/~naoki/CIPINTRO/CIP/cprogram4.html参照 
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一般的にn変数の連立一次常微分方程式をル
ンゲクッタ法でとく（1stepすすめる）関数例 

#define NMAX 10 

void nextstep( 

int n, 

double t, 

double *f, 

double (*dfdt)(int, double, double *), 

double dt) 

{ 

int i; 

double ft[NMAX]; 

double 
k1[NMAX],k2[NMAX],k3[NMAX],k4[NMAX];  

for(i=0;i<n;i++) ft[i]=f[i]; 

for(i=0;i<n;i++) k1[i]=dfdt(i,   t,    ft); 

for(i=0;i<n;i++) ft[i]=f[i]+0.5*k1[i]*dt; 

for(i=0;i<n;i++) k2[i]=dfdt(i,   t+0.5*dt,  ft); 

…. 

}  
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演習問題3 

 2次元、外部磁場なしのイジングモデルをモンテカルロシミュレーション
するプログラムをつくってみよう 

 格子の大きさは20X20 

 周期的境界条件を用いる 

 printf, write文 などを使って20文字X20行でスピンの上下を表示する
（例えば上向きに1下向きに0という数字を使う。+と-でもよい） 

 sleep()という関数を使用することでプログラムの実行を一時休止する
ことができる。 

 kT/Jの値を変えて計算してみる。 特に相転移に対応するkT/Jを探っ
てみよ。 

 締め切りは8/11(水）。khclass@ess.sci.osaka-u.ac.jp までメールす
ること。メイルのタイトルは report3_学籍番号とすること。メールの本
文には、自分で作成したソースプログラムとともに、計算結果の抜粋
（数個のkT/Jの値におけるスピン配列の表示）をかくこと。相転移に関
して気がついたことも簡単に記せ。 

参考： http://www2.truman.edu/~velasco/ising.html 

 

http://www2.truman.edu/~velasco/ising.html
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レポートには使用する必要ないがcursesの使用例 

compileするときは-l cursesが必要 
#include <stdlib.h> 

#include <stdio.h> 

#include <curses.h> 

#include <unistd.h> 

  

int main() 

{ 

int i,j,l; 

initscr(); 

for(l=0;l<10;l++) { 

  for(i=0;i<10;i++) { 

   move(i,0); clrtoeol(); 

   for(j=0;j<10;j++){ 

   mvprintw(i,j+l,"%1d",(i+j+l)%10); 

    } 

    refresh(); 

  } 

 sleep(1);  

} 

endwin(); 

} 

 


